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 海水中でマイクロプラスチックを残さずに生分解するバイオマス複合材料「ビオフェイド」 

概

要

・

品

質

・

性
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 木粉やでん粉などのバイオマス粉と海で生分解

するポリマー種を複合化して海水での生分解速度

と成形性の調節を可能にしたバイオマス複合プラ

スチック材料。同社では成形性に優れた先進性バイ

オマス複合材料（i－ＷPＣ）を開発・製造・販売し

ている。これは木粉を代表とするバイオマス 55％を

含むポリプロピレンなどの複合材料。ビオフェイド

（Ｂiofade）はこの技術を基に生分解性ポリマーを

用いて応用したもの。 

 ポリエチレンやポリプロピレンなどの一般的な

プラスチックは紫外線が当たると部分的に分解し

たり、波の力でちぎれるなどして小さなプラスチッ

クになる。これがマイクロプラスチックで、自然環

境中に存在する微生物の酵素により水に溶けて低

分子化合物にまで分解されずにそのまま残ってし

まったもの。周りに有害物質を集めやすい性質があ

り、それを魚が食べ、その魚を人が食べる食物連鎖

で人への蓄積も懸念される。2050年には海のプラス

チックごみの量は世界の総魚量を越えると予想さ

れ、世界の課題となっている。 

ビオフェイドは植物由来成分のため高いバイオ

マス度を実現するとともに、土壌やコンポスト中で

はさらに速く生分解ができるなどに加え、組成によ

り生分解速度の調節や、物性を変えることで射出成

形をはじめブロー成形、押出成形などの成形も可

能。材料ペレットは 2,300～3,500 円／㎏。成形品

は要相談。 
 

用 

 

 

途 

➀漁具・養殖具・釣り具 

②農業・林産業で放置される器具 

③アウトドア・レジャー用品  

 

技

術

移
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① 形  態 特許実施権供与、共同研究開発、

    研究開発委託、応用開発委託、 

    生産委託 

② 相手先 問わない 

③ 地 域 国内・海外いずれでもよい 

実

用

化

・

情

報 

［試 作・実 験］ 完了 

［製造・販売実績］ 有 

［技術情報の提供］ 技術資料、パンフレット、 

特許公報等、サンプル 

［情報提供者］ アイ‐コンポロジー（株） 

        代表取締役 三宅  仁 

[連絡先]（公財）りそな中小企業振興財団  

TEL 03-3444-9541  ＦＡＸ 03-3444-9546   
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